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研究成果の概要（和文）： 

健常者 17 名、肝細胞癌症例 36 名を対象として、CD44, CD90, EpCAM をマーカーとした FACS を
行った結果、肝細胞癌症例、とくに Stage III/IV 症例で CD90+CD45-細胞の割合が高かった。
In virto では、肝細胞癌細胞株 6 株で CD90, CD133, CD44, EpCAM, CD13 といった既知の癌幹
細胞マーカーのいずれか 2つを発現していた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Evaluating in 17 healthy volunteers and 36 hepatocellular carcinoma patients, FACS with 
the markers of CD44, CD90, and EpCAM revealed that the proportion of CD90+ / CD45- cells 
were higher in the patients of hepatocellular carcinoma, especially in Stage III / IV 
cases. With in vitro studies, six hepatocellular carcinoma cell lines expressed any two 
of cancer stem cell markers such as CD90, CD133, CD44, EpCAM, and CD13. 
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１．研究開始当初の背景 
 固形癌における Circulating tumor cell
（CTC）の存在とその臨床的意義が注目され
ており、近年、Cancer stem cell（CSC) marker
を用いて肝細胞癌（HCC）症例の血液から CTC
を分離し、その腫瘍形成能・多分化能を確認
する報告が発表された。 
 

 
２．研究の目的 
 HCC における CSC marker を用いた CTC 解析
を行い、その臨床的意義を明らかにする。 
 また、HCC の CSC marker の発現に関与する
micro RNA（miRNA）を同定する。 
 
３．研究の方法 
(1) HCC 症例における CSC marker の比率を
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FACS 解析する。 
(2) CTC の FACS 解析、免疫組織染色の整合性
を確認する。 
(3) cell sorting と microarray により、CSC 
marker の発現を制御する miRNA を検索する。 
 
４．研究成果 
 CD44, CD90, EpCAM を marker とした FACS
の結果、HCC 症例、とくに stage III/IV 症例
で CD90+CD45-細胞の割合が高かった。CSC と
考えられる細胞の存在比率は非常に低く、そ
れらを sort するためには相当量の血液量が
必要であったため、今回の検討では比率解析
のみが限界で、microRNA の解析までには至ら
なかった。すべての患者に共通する marker
を探すことよりも、それぞれの CSC marker
の発現パターンを調べる事が必要と考えら
れた。 
 In virto 解析の結果、肝細胞癌細胞株 6 株
で CD90, CD133, CD44, EpCAM, CD13 といっ
た既知の CSC marker のいずれか 2 つを発現
していた。単一の marker のみでは FACS 解析
で発現細胞が 100%を占めるものも存在し、単
一 marker での癌幹細胞の検出は制限される
可能性が示唆された。 
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